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【IPv6環境クラウドサービスとは】

地域における環境負荷軽減に役立つICTシステム基盤を実現するクラウドサービスであって、IPv6イ

ンターネット上に構築されるもの

 効率性の観点から、地域ごとにICTシステム基盤を構築するのではなく、ネットワーク上に

ICTシステム基盤を構築し、サービスを提供することが適当。また、拡張性の観点から、閉

じたネットワークではなくオープンなネットワークとしてインターネット上に構築することが

適当

 環境情報等を取得するためにセンサーネットワークを活用することが多く想定されるが、

クラウドサービス及びセンサーネットワークにおいて大量のIPアドレスが必要となることか

ら、IPv6の利用を前提とすることが適当

検討の前提
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【クラウドサービスとは】

クラウドサービスとは、“インターネット等のブロードバンド回線を経由して、データセンタに蓄積

されたコンピュータ資源を役務（サービス）として、第三者（利用者）に対して遠隔地から提供する
もの。なお、利用者は役務として提供されるコンピュータ資源がいずれの場所に存在しているか
認知できない場合がある。”もの （「スマート・クラウド研究会中間取りまとめ（案）」（2010年2月）
より抜粋）



① IPv6環境クラウドサービスの構築・運用に資するセキュリティ確保等技術的課題の解決方策
 環境クラウドのセキュリティ要件・評価基準等に関する検討項目（例）

 環境クラウドのセキュリティ要件に関するガイドライン等の策定

 IPv6環境クラウドサービスの構築・運用の際の指針として活用することにより、IPv6環境クラウ
ドサービスの普及を促進

 提供するサービスがガイドラインに準拠していることをユーザーに対して明示することにより、
安心してIPv6環境クラウドサービスを利用できる環境を実現

検討事項（案）（１）
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環境クラウドアーキテクチャのフレームワーク 環境クラウドの定義、想定モデル 等

ガバナンス及びエンタープライズリスクマネジメント ガバナンス、クラウド利用に伴い利用者側に発生するリスクの管理手法 等

法制度及び電子情報の開示 関連する法制度、電子情報に対する法的な扱い 等

コンプライアンス及び監査

情報ライフサイクル管理 情報資産管理、情報ライフサイクルの各段階におけるセキュリティの確保 等

仮想化 仮想化技術、レイヤ毎のセキュリティ管理手法 等

ID管理とアクセス管理 ID管理機能、アクセス管理機能 等

アプリケーションの開発・運用管理
クラウドに対応するアプリケーションの開発手法、クラウドにおけるアプリケー
ションの運用管理手法 等（セキュリティ確保の手法を含む。）

移植性及び相互運用性 クラウドにおけるアプリケーションの移植方法及び相互運用性確保の手法 等

暗号化及び鍵管理 クラウドにおける適切なデータ暗号化及び鍵管理 等

事業継続性 障害時の事業継続の考え方、障害復旧機能や手法 等

インシデント対応 障害発生時の連絡機能や体制 等

その他
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IPv6を用いた環境分野のクラウドサービスの実現に向けた実証実験

環境にやさしいまちづくりを支援するため、最先端のICT技術を利用し、各地域特性に合わせたICTシステム基

盤を構築・実証する。これによって環境負荷軽減のために必要な技術基準を確立し、地域資源の生産と消費
の最適化を推進する。

環境クラウドにおけるセキュリティの課題につ
いて検証

環境クラウドにおけるデータの管理・保護のあ
り方を検証

地域の特性に合ったネットワークの組合せを検証 必要な技術基準の確立
（ガイドライン等の策定）

実証項目（例）

地域で利用可能な周波数帯（ホワイトスペース）を
用いた実証

環境負荷軽減型地域ICTシステム基盤確立事業（21年度第2次補正予算額20億円）

環境クラウド

IPv6ネットワーク

データセンター データセンター

監視・制御センター

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

サーバ サーバ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

サーバ サーバ

宅内ネットワーク

近隣ネットワーク

広域ネットワーク
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IPv6を用いた環境分野のクラウドサービスのイメージ

エネルギー供給会社

IPv6対応環境クラウド
IPv6対応環境クラウドの構築・運用・セキュリティ確保

エネルギー供給

アクセス管理方式 及び
暗号化と鍵管理の方式 等

通信制御方式 及び
データ収集方式 等

エネルギー供給に関する
処理の監視・制御方式 等

モデルＡ モデルＢ

ホワイトスペースを活用した情報収集及び制御信号の伝達

鉄道

住宅

レストラン

多様な施設における
大量のエネルギー消費情報を送受

ビル

集合住宅

モデルＣ

風力発電

エネルギー供給に
係る情報の共有

住宅

ビル群のエネルギー
や熱供給量の管理・制御

都市における多様な施設
の機器の管理・制御

地域内のエネルギー供給に
係る管理・制御

ビル群

太陽光発電

環境クラウドのセキュリティガイドライン・評価基準の策定



② IPv6環境クラウドサービスの利用促進方策

 利用促進を阻害する課題の抽出と解決策の検討

【課題例】

（１） 技術面の課題

 センサーネットワークのトラヒック特性への対応

• 大量の端末が接続される

• 大量のショートパケットがアップロードされる

 セキュリティ確保のための対応

• 端末の処理能力が限定される場合がある

（２） 制度面、利活用面、ビジネス面の課題

 プライバシーに配慮したセンサー情報の取扱いルールの検討

 異なるセンサーネットワークの相互接続性の確保

（３） その他の課題

 環境クラウドの利用による環境負荷軽減効果の測定

等

検討事項（案）（２）
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2010年 2011年

3 4 5 6 ・・・ 12 ・・・

検討スケジュール（案）

3/3
9

親会

仕様書意見招請
（2/26～3/29）

落札者決定、
契約締結

事業実施

環境負荷軽減型地域ICTシステム基盤確立事業
（平成21年度2次補正予算施策）

ガイドライン骨子案に
基づく実証を依頼

実施結果の取りまとめ

セキュリティ等
ガイドライン策定

3/31 4月中旬

入札公告
（50日間）

報告 報告

1 2 3

状況報告

（参考）

総合評価方式
による評価

ヒアリング②
環境クラウドの動向
環境クラウドに関する
セキュリティ等ガイドラ
イン骨子案の討議①

環境クラウドに関する
セキュリティ等ガイドライ
ン骨子の取りまとめ
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第2次報告取りまとめ

IPv6環境クラウドWG（主査：江﨑浩東大教授）

ヒアリング①
ICTによる環境負荷軽減に
向けた取組状況
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環境クラウドに関する
セキュリティ等ガイドラ
イン骨子案の討議②



（参考）原口ビジョン（平成２１年12月22日発表）
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２０５０年を見据えた達成目標

■ 地域の絆（きずな）の再生

➢ＩＣＴの徹底利活用により、２０２０年時点ですべての世帯
（４，９００万世帯）でブロードバンドサービスを利用

■ 暮らしを守る雇用の創出

➢ＩＣＴ関連投資を倍増し、国民の生産性を３倍にすることにより、
２０２０年以降約３％の持続的経済成長を実現

■ 世界をリードする環境負荷軽減

➢２０２０年時点でＣＯ２排出量２５％削減という政府目標のうち、
１０％以上をＩＣＴパワーで実現（ＩＣＴグリーンプロジェクト）
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世界をリードする環境負荷の軽減

２０２０年時点で
ＣＯ２排出量２５％削減という政府目標のうち、

１０％以上をＩＣＴパワーで実現
（施策例）

●ＩＣＴ産業のグリーン化の推進

✔全国のデータセンターのPUE1.2以下※を実現（２０１５年）

※ PUE（Power Usage Effectiveness）は、データセンターの電力利用効率を示す値であり、１に近いほど効率的である。

既存の一般的なデータセンターのPUEは2程度であるが、Googleは1.21を実現している。

●ＩＣＴによるグリーン化の推進

✔スマートグリッド、次世代ＩＴＳ、ＩＰｖ６センサーネット等の社会インフラ高度化プロジェクトを

全国３００か所で展開（２０２０年）

✔コミュニティ型テレワークセンターを全国１５０か所で展開（２０１５年）

✔霞が関の全職員が週一回テレワークを実施（２０１２年）

●ＩＣＴによる「緑の分権改革」の実現

✔再生可能エネルギーの「地産地消」プロジェクトを全国５０地域で創出（２０１５年）

✔売電収入（ポイント）をエコ商品の購入、電気自動車への充電対価等にあてる「グリーンコ

ミュニティーマネー」の全国展開完了（２０２０年）
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